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平　面　図北海道建築設計監理会社
株式

北海道建築設計監理株式会社

一級建築士事務所 知事登録第(石)第564号
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A1版:1/100

[A3版:1/200]
管理建築士 一級建築士 第135774号 大渕 知子 Ａ

アジアゾーン整備事業 仮称 猛獣館 新築建築工事

１１
　　     寒帯館清掃区域（動物舎⑯）      　　　　　　　　　　　　　　                  （動物舎⑮）



北海道建築設計監理会社
株式

北海道建築設計監理株式会社

一級建築士事務所 知事登録第(石)第564号

ＤＩＲＥＣＴ ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＦＴ

ＰＲＯＪＥＣＴ ＤＡＴＥ

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＮＯ

A1版:1/100

[A3版:1/200]
管理建築士 一級建築士 第135774号 大渕 知子 Ａ

記号

W1

凡　例

名　称

コンクリート打放し補修、薄付け仕上塗材Ａ

Y6

太陽光発電パネル架台
350×350×H500　18ヶ所

ユキヒョウ
サブ屋外放飼場

M1

東側立面図

▽FH=58.4

ユキヒョウ
メイン屋外放飼場

館名文字：ステンレス箱文字 250角
　　　「もうじゅう館」6文字

K1W1

南側立面図

Y5 Y2 Y1Y8

観覧スペース１

トラ１

南西側立面図

（Ｃ）（Ｃ）

（
Ｂ

）
（

Ｂ
）

（Ａ）（Ａ）

ヒョウ１
ｷｰﾊﾟｰ
通路

ヒョウ１
ｷｰﾊﾟｰ
通路観覧ｽﾍﾟｰｽ２ ヒョウ２ ヒョウ４ ヒョウ６

Y1 Y4 Y5 Y6 Y8

Ｂ－Ｂ断面図

X5 X6 X7X4

Ａ－Ａ断面図

立面図　・　断面図　１

アジアゾーン整備事業 仮称 猛獣館 新築建築工事

K1 アルミ笠木（既製品 ノンシールタイプ）W=225 アルマイト処理

M1 タラップ アルミ既製品 L=3100 W=400

K1W1

W1W1

J1

J2

化粧目地：20×15

太陽光発電パネル（電気工事）

天井フェンス(ユキヒョウ)
▽

天井フェンス(アムールトラ)
▽

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

W1J1 J1

館名文字：ステンレス箱文字 250角
　　　「もうじゅう館」6文字

南側立面図

コンクリート打放し補修
ポリマーセメント系塗膜防水
　　　　　　　　GL-100まで

コンクリート打放し補修
ポリマーセメント系塗膜防水
　　　　　　　　GL-100まで

コンクリート打放し補修
ポリマーセメント系塗膜防水
　　　　　　　　GL-100まで
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打継目地：15×10
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　　　　   寒帯館立面図1（動物舎⑯）      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  （動物舎⑮）



北海道建築設計監理会社
株式

北海道建築設計監理株式会社

一級建築士事務所 知事登録第(石)第564号

ＤＩＲＥＣＴ ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＦＴ

ＰＲＯＪＥＣＴ ＤＡＴＥ

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＮＯ

A1版:1/100

[A3版:1/200]
管理建築士 一級建築士 第135774号 大渕 知子 Ａ

記号

W1

凡　例

名　称

コンクリート打放し補修、薄付け仕上塗材Ａ

立面図　・　断面図　２

X7 X4X5X6

アムールトラ
屋外放飼場

ユキヒョウ
屋外放飼場

天井フェンス(ユキヒョウ)
▽

天井フェンス(アムールトラ)
▽

脱出防止柵

W1 W1

館名文字：ステンレス箱文字 250角
　　　「もうじゅう館」6文字

北側立面図

キッチンｷｰﾊﾟｰ通路 ｷｰﾊﾟｰ通路

X5 X6 X7X4

Ｃ－Ｃ断面図

Y8Y6

太陽光発電パネル架台
350×350×H500　18ヶ所

観覧スペース３

▽FH=58.4

アムールトラ
メイン屋外放飼場

館名文字：ステンレス箱文字 250角
　　　「もうじゅう館」6文字

北西側立面図

Y5
太陽光（電気工事）

Y3Y1

アジアゾーン整備事業 仮称 猛獣館 新築建築工事

K1 アルミ笠木（既製品 ノンシールタイプ）W=225 アルマイト処理

M1 タラップ アルミ既製品 L=3100 W=400

K1W1 K1W1 W1 W1

W1 W1 M1 W1W1

W1

W1K1

J1 W1

J1

J2

化粧目地：20×15

J1

W1J1

(FH=58.0)
FL±0
▽

西側立面図

北側立面図

アムールトラ
メイン屋外放飼場

アムールトラ
サブ屋外放飼場

コンクリート打放し補修
ポリマーセメント系塗膜防水
　　　　　　　　GL-100まで

コンクリート打放し補修
ポリマーセメント系塗膜防水
　　　　　　　　GL-100まで

コンクリート打放し補修
ポリマーセメント系塗膜防水
　　　　　　　　GL-100まで
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　　　　　　　寒帯館立面図2（動物舎⑯）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　                  （動物舎⑮）





北海道建築設計監理会社
株式

北海道建築設計監理株式会社

一級建築士事務所 知事登録第(石)第564号

ＤＩＲＥＣＴ ＣＨＥＣＫ

ＰＲＯＪＥＣＴ ＤＡＴＥ

ＤＲＡＦＴ

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＮＯ

Ａ管理建築士 一級建築士 第135774号 大渕 知子

Y6Y5Y4Y3Y2Y1

（FH=59.9）

△
FL±0

X2 X3 X4X1 X5

レッサーパンダ
屋外放飼場

△
FH=58.95

X5 X4a X5 X4a X3 X2 X1

X4

ヒマラヤグマ
屋外放飼場

キーパー
通路

△
FL±0

（FH=59.9）

屋外観覧レベル
▽

管理通路レベル
▽

Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

ヒマラヤグマ
屋外放飼場

モート天端
▽ヒマラヤグマ1

観覧ｽﾍﾟｰｽ１
観覧ｽﾍﾟｰｽ２

レッサーパンダ
屋内放飼場

Y1Y2Y3

レッサーパンダ
屋外放飼場

モート天端
▽

屋外観覧レベル
▽

A1版:1/100

[A3版:1/200]

アジアゾーン整備事業 仮称 ヒマラヤ館 新築建築工事

立面図　・　断面図

W2

K1

K2

W3 コンクリート下地、ポリマーセメント系塗膜防水（パラテックスA-2工法 ）

M1

アルミ笠木（既製品 ノンシールタイプ）W=225 アルマイト処理

タラップ アルミ既製品 L=3800 W=400

記号

W1

凡　例

名　称

コンクリート打放し補修、薄付け仕上塗材Ａ

アルミ水切（既製品 ノンシールタイプ）W=50 アルマイト処理

J1

J2

化粧目地：20×15

西側立面図 西側立面図・断面図

南側立面図

北側立面図

東側立面図

レッサーパンダ
屋外放飼場

館名文字：ステンレス箱文字　250角　8文字「高山・ヒマラヤ館」

南側立面図・断面図
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館名文字：ステンレス箱文字　250角　8文字「高山・ヒマラヤ館」

W1 K1J1W3 M1

W1 K1間柱45×90＠300、横胴縁24×45＠450、板張ｔ15　塗装品
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　　　　　高山館立面図（動物舎⑰）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　                  （動物舎⑯）



北海道建築設計監理会社
株式

北海道建築設計監理株式会社

一級建築士事務所 知事登録第(石)第564号

ＤＩＲＥＣＴ ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＦＴ

ＰＲＯＪＥＣＴ

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＮＯ

ＤＡＴＥ

A1版:1/100

[A3版:1/200]
管理建築士 一級建築士 第135774号 大渕 知子 Ａ平　面　図

アジアゾーン整備事業 仮称 熱帯雨林館 新築建築工事

１２　　　　　　熱帯雨林館清掃区域（動物舎⑱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　                  （動物舎⑰）



2011/8/2

北海道建築設計監理会社
株式

北海道建築設計監理株式会社

一級建築士事務所 知事登録第(石)第564号

ＤＩＲＥＣＴ ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＦＴ

ＰＲＯＪＥＣＴ ＤＡＴＥ

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＮＯ

Ａ
A1版:1/100

[A3版:1/200]
管理建築士 一級建築士 第135774号 大渕 知子

外壁１

外壁３

外壁２ 外壁２

北側立面図

外壁１

基礎１

電気柵

X9X8X7X6X5X4X3X1 X2

仕　上記号

凡　例

外壁１

外壁２

外壁３

機械基礎（ガスメーター）

機械基礎（サイロ）
キーパー通路

笠木１ 外壁１

金属１

基礎１X9 X8 X7 X6 X5 X4 X3 X2a X1

外壁１

外壁１ 外壁２

基礎１

外壁１ 外壁２

西側立面図

Y3 Y3aY2Y1

笠木１

マレーバク２
観覧スペース

ｷｰﾊﾟｰ通路
風除室２

Y4Y1 Y2 Y3 Y1 Y2 Y3

南側立面図

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

基礎１

外壁２ 外壁１

東側立面図

外壁１

Y2 Y1Y3Y4

立面図　・　断面図

アジアゾーン整備事業 仮称 熱帯雨林館 新築建築工事

笠木１

笠木１外壁２

笠木１

笠木２

基　礎

地下外壁

アルミ製タラップ（アルマイト処理）金属１

水　切

ポリマーセメント系塗膜防水（パラテックスB-1工法 ）GL-100まで

アングル笠木（既製品）W=70 アルマイト処理

A種押出法ポリスチレンフォーム(B-3)ｔ75打込、グラスメッシュ貼の上、樹脂モルタルｔ2

アルミ笠木（既製品 ノンシールタイプ）W=325 アルマイト処理

外壁４

軒天

コンクリート下地　薄付け仕上塗材

ビーズ法ポリスチレンフォームｔ75後貼、グラスメッシュ貼りの上、薄付け仕上塗材

ビーズ法ポリスチレンフォームｔ100後貼、グラスメッシュ貼りの上、薄付け仕上塗材

笠木２ 軒天

笠木２

アルミ水切（既製品 ノンシールタイプ）W=50 アルマイト処理

マレーバク放飼場
クロザル
放飼場１
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断熱複合板ｔ56（FP板ｔ50 + フレキシブルボードｔ6）、炭素繊維複合 珪藻土仕上Ａｔ7.0

コンクリート下地　珪藻土仕上Ｂｔ7.0
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　(仮称)ゾウ舎　断面図１（動物舎 ）※11月～清掃対象エリア       （動物舎⑳）



　(仮称)ゾウ舎　断面図２（動物舎 ）※11月～清掃対象エリア（動物舎⑳）
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